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奉
耕
会
員
　
三 

十 

名

現
在
　
賛
助
会
員
　
五
十
四
名

　
　
　
特
別
会
員
　
　
五
　
名

飯
野
八
幡
宮
の
古
式
大
祭
で
行
わ
れ
る
八
十
八
膳
献
饌
神
事
は
、

古
く
か
ら
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
、
県
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
八
十
八
膳
献
饌
神
事
を
永
く
守
り
伝
え
て
ゆ
く
た
め
に
、
八

十
八
膳
献
穀
会
を
発
足
し
、
神
饌
田
を
設
け
て
、
田
に
は
餅
米

を
作
り
、
畑
で
は
野
菜
等
を
栽
培
し
、
御
神
饌
と
し
て
奉
納
し

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
ご
奉
納
を
通
じ
て
、
日
本
の
伝
統
的
な
農
耕
儀
礼
の
復

元
と
風
土
に
根
ざ
し
た
農
耕
文
化
を
、
新
し
い
世
代
が
理
解
し

て
、
更
に
受
け
継
い
で
ゆ
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
な
に

と
ぞ
、
私
ど
も
の
活
動
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
多
く
の
皆
様
が

ご
入
会
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会報「結」は皆様のご寄稿により形成しています。
発行19回を迎え、今後も「結の輪」を広めるべく、
ぜひ奮ってご参加ください。
内容・形式などは下記宛てにご連絡ください。

原稿募集のお願い

年 間 行 事

総　会

田打祭

御田植祭（会報発行）

注連縄奉製勉強会

飯野八幡宮八十八膳献饌

抜穂祭（会報発行）

芋煮会

飯野八幡宮新嘗祭

農立神事

飯野八幡宮祈年祭

研修旅行
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 5月
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 9月15日

10月　
出
張
の
折
、
列
車
の
窓
か
ら
外
を
眺
め
て
い
る
と
、
街
中
と
言
わ
ず
、

田
園
・
里
山
と
言
わ
ず
、
こ
ん
も
り
と
茂
っ
た
森
が
点
在
し
て
い
る
の
が

目
に
入
る
。
大
概
鳥
居
が
あ
る
の
で
、
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
鎮
守
の
森

で
あ
る
。
恐
ら
く
、
そ
こ
で
は
地
域
の
住
民
に
よ
る
、
春
季
・
秋
季
の
村

祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
鎮
守
の
森
、
そ
こ
は
地

域
共
同
体
の
共
同
祖
神
の
祭
祠
の
地
で
あ
る
。

　
私
の
住
ん
で
い
る
高
久
地
区
に
は
、
八
幡
地
区
に
八
幡
神
社
、
馬
場
に

八
剣
神
社
、
馬
場
と
根
岸
の
境
界
付
近
に
二
荒
神
社
が
あ
る
。
こ
の
三
社

が
明
治
維
新
の
宗
教
政
策
に
よ
っ
て
社
格
が
設
定
さ
れ
た
と
き
の
旧
村
社

に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ち
な
み
に
上
は
、
国
家
が
弊
帛
を
奉

ず
る
官
弊
社
に
始
ま
り
、
県
社
、
郷
社
、
村
社
と
階
層
化
さ
れ
た
。
高
久

地
区
の
村
祭
り
は
、
春
の
御
輿
（
八
剣
神
社
御
祭
礼
）
と
、
秋
の
三
匹
獅

子
（
八
幡
神
社
御
祭
礼
）
が
行
わ
れ
、
地
区
内
を
巡
幸
す
る
。

　
三
匹
獅
子
と
は
、
雄
獅
子
・
中
獅
子
・
雌
獅
子
の
三
匹
で
あ
る
。
市
内

に
は
か
つ
て
五
十
を
超
え
る
獅
子
舞
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
県
内
で
は

会
津
の
春
の
彼
岸
獅
子
、
北
は
津
軽
、
南
は
群
馬
・
栃
木
な
ど
で
も
三
匹

獅
子
が
見
ら
れ
る
よ
う
だ
。
高
久
地
区
の
獅
子
舞
は
、
四
年
に
一
度
の
持

ち
回
り
で
あ
る
。

　
口
伝
に
よ
れ
ば
、
下
三
ヶ
所
（
原
・
川
和
久
・
八
幡
）
が
始
め
た
と
の

こ
と
。
そ
の
後
、
中
三
ヶ
所
、
馬
場
、
根
岸
が
加
わ
り
、
各
地
区
四
年
に

一
度
の
祭
典
執
行
と
な
る
。
昔
は
青
年
会
長
が
祭
典
執
行
委
員
長
と
な
り
、

獅
子
は
農
家
の
長
男
が
担
い
、
棒
使
い
は
男
子
の
小
学
生
と
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
少
子
化
と
過
疎
化
の
中
、
青
年
会
は
消
滅
し
、
町
内
会
に
あ
た

る
常
会
が
祭
典
の
執
行
に
あ
た
っ
て
い
る
。

へ
い
は
く

　
獅
子
は
男
子
で
あ
れ
ば
農
家
非
農
家
、

長
男
・
次
男
を
問
わ
ず
、
棒
使
い
も
、

男
女
を
問
わ
な
く
な
っ
て
い
る
。
伝
統

芸
能
の
継
承
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
と

も
言
え
る
。
私
は
幸
運
な
こ
と
に
中
学

一
年
の
時
に
中
獅
子
を
か
ぶ
り
、
青
年

会
長
の
時
に
祭
典
執
行
委
員
長
を
さ
せ

て
頂
い
た
。
そ
の
お
陰
か
、
そ
の
後
も

祭
典
の
折
に
、
青
年
世
話
役
や
特
別
会
計
を
仰
せ
つ
か
っ
て
、
祭
典

に
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
。

　
い
わ
き
地
域
学
會
副
代
表
幹
事
の
夏
井
芳

徳
著
「
獅
子
よ
永
遠
に
」
に
よ
れ
ば
、
現
在

確
認
で
き
る
最
古
の
も
の
は
一
六
三
一
（
寛

永
八
）
年
の
高
野
地
区
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
い
わ
き
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員
会
会

長
の
佐
藤
孝
徳
氏
に
よ
れ
ば
、
東
洋
文
庫

「
神
道
記
」
に
、
「
人
間
が
獣
を
殺
し
、
そ

の
罪
科
を
禊
、
ま
た
獣
（
鹿
等
）
の
供
養
を

す
る
こ
と
が
諏
訪
神
社
に
よ
り
行
わ
れ
た
」

と
あ
り
、
歴
史
は
か
な
り
古
く
ま
で
溯
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
秋
の
稲
穂
が
た
わ
わ
に
稔
っ
た
時
に
、
五
穀
豊
穣
を
祈
り
つ
つ
、

地
域
を
巡
回
す
る
祭
り
の
行
列
は
、
豊
葦
原
瑞
穂
の
国
に
ふ
さ
わ
し

い
祭
礼
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
高
久
地
区
に
も
江
戸
中
期

の
祭
礼
を
記
録
し
た
古
文
書
が
あ
っ
た
。

　
願
わ
く
ば
、
こ
れ
か
ら
も
絶
え
る
こ
と
な
く
、
伝
承
し
て
い
っ
て

欲
し
い
と
思
う
ば
か
り
で
あ
る
。

　
　
　(

矢
吹
　
道
徳
・
浜
通
り
医
療
生
活
協
同
組
合
　
副
理
事
長
）



権
現
祭
あ
れ
こ
れ
　
前
編
　
　
小
泉
　
明
正

　
例
年
旧
暦
如
月
最
初
の
卯
の
日
に
初
卯
大

祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
祭
祀
は
、
飯
野

家
文
書
（
重
文
）
鎌
倉
期
の
古
文
書
に
「
二

月
初
卯
御
祭
祀
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
以
来

連
綿
と
継
承
さ
れ
て
い
る
祭
祀
で
す
。
祭
祀

の
詳
細
な
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
が

残
念
で
す
が
、
大
祭
式
と
い
う
神
社
で
最
も

重
い
儀
式
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ

ま
す
。

　
飯
野
八
幡
宮
の
親
神
様
で
あ
り
ま
す
京
都

石
清
水
八
幡
宮
の
祭
典
の
中
に
「
八
幡
初
卯

神
楽
」
が
斎
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
旧
暦
二

月
初
卯
日
、
夕
刻
、
神
前
で
焚
か
れ
る
庭
燎

の
明
か
り
の
中
、
平
安
時
代
よ
り
伝
わ
る

「
御
神
楽
」
が
奏
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

他
多
く
の
神
社
で
初
卯
の
祭
典
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
初
卯
と
い
う
日
は
宇
佐
神
宮
の
社
伝
に
よ
る
と
欽
明
天
皇
三
十
二
（
五
七
一
）

年
の
二
月
の
初
卯
の
日
に
境
内
の
菱
形
池
の
辺
り
の
笹
の
上
に
、
光
り
輝
く
三
歳
の

童
子
が
顕
わ
れ
て
「
わ
れ
は
誉
田
の
天
皇
広
幡
八
幡
麿
な
り
」
と
告
げ
ら
れ
、
黄
金

の
鷹
に
な
っ
て
駅
館
川
の
東
岸
の
松
の
上
に
、
と
ど
ま
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の

鷹
の
と
ど
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
、
和
銅
元
（
七
〇
八
）
年
鷹
居
社
が
造
立
さ
れ
、
の
ち

霊
亀
二
（
七
一
六
）
年
小
山
田
社
に
移
ら
れ
、
神
亀
二
（
七
二
五
）
年
に
、
現
在
の

亀
山
に
移
さ
れ
て
、
一
之
御
殿
八
幡
大
神
が
鎮
座
さ
れ
た
の
が
、
宇
佐
神
宮
の
創
立

と
記
さ
れ
て
お
り
、
す
な
わ
ち
八
幡
大
神
様
が
こ
の
世
に
出
現
さ
れ
た
ご
縁
日
で
あ

り
、
最
も
尊
い
日
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

飯
野
八
幡
宮
初
卯
祭
に
つ
い
て
　
飯
野
　
光
世

　
権
現
祭
と
は
、
前
年
の
新
嘗
祭
（
収
穫
祭
）
の
後
、
山
に
戻
ら
れ
た
神
様
を
権
現

社
に
お
招
き
し
、
今
年
の
農
作
業
や
農
事
始
め
を
言
問
う
と
と
も
に
、
区
民
の
無
病

息
災
・
家
内
安
全
・
五
穀
豊
饒
を
祈
願
す
る
お
祭
り
で
す
。

　
ま
た
、
直
会
の
中
で
行
わ
れ
る
『
強
飯
会
』
は
、
冬
期
間
休
ま
せ
て
い
た
身
体
を

奮
い
起
こ
し
、
「
活
」
を
注
入
す
る
行
事
で
も
あ
り
ま
す
。
万
物
生
気
に
満
ち
る
春

を
迎
え
、
農
作
業
や
山
仕
事
に
本
格
的
に
取
り
組
み
、
秋
の
収
穫
の
時
ま
で
の
長
い

繁
忙
な
期
間
を
働
き
抜
く
た
め
に
、
腹
を
満
腹
に
し
て
パ
ワ
ー
を
充
分
に
蓄
え
て
お

こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
激
辛
の
辛
子
味
噌
だ
け
を
お
か
ず
に
し
て
戴
く
山
盛
り
の

ご
飯
は
、
生
命
の
ス
タ
ミ
ナ
源
で
も
あ
り
ま
す
。

　
地
区
民
が
顔
を
合
わ
せ
て
、
お
互
い
の
健
康
を
祝
し
な
が
ら
、
元
気
を
分
け
合
い

励
ま
し
合
っ
て
、
一
年
間
の
激
務
を
乗
り
切
ろ
う
と
、
先
人
た
ち
が
編
み
出
し
た
素

晴
ら
し
い
生
活
の
知
恵
で
す
。
県
内
で
も
数
少
な
い
珍
し
い
お
祭
り
な
の
で
、
い
つ

ま
で
も
守
り
残
し
た
い
行
事
で
す
。

ほ
ん
だ
　
す
め
ら
み
こ
と
ひ
ろ
は
た
や
は
た
ま
ろ

や
っ
か
ん

　
旧
暦
如
月
初
の
卯
の
日
は
、
新
暦
で
通
常
三
月
の
上
旬
頃
で
す
が
、

今
年
は
暦
の
上
で
二
月
二
十
七
日
に
あ
た
り
、
祈
年
祭
と
あ
わ
せ
て
、

初
卯
祈
年
祭
と
し
て
大
祭
式
で
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。
祈
年
祭
は
秋
の

豊
作
を
祈
願
す
る
お
祭
り
で
、
豊
作
を
感
謝
す
る
、
新

嘗
祭
と
対
の
お
祭
り
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
農
作
業
が
始
ま
る
時
期
、
心
身
と
も
に
穢

れ
を
祓
い
社
前
に
額
づ
き
、
一
年
間
の
無
事
を
お
祈
り

す
る
姿
は
営
々
と
続
け
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
こ
の
よ
う
な
神
事
を
通
し
て
、
神
慮
を
畏
み
、

祖
先
の
教
え
を
後
世
に
伝
え
て
行
く
こ
と
が
肝
要
か
と

感
じ
る
次
第
で
す
。

　
　
　
　
（
飯
野
　
光
世
・
　
飯
野
八
幡
宮
　
宮
司
）

ご
う
は
ん
え

か
つ

お
う
げ
ん

じ
げ
ん

ご
ん
げ

か
や
か
り
ば

と
う
ま
え

　
権
現
祭
は
、
古
来
よ
り
例
年
四
月
八
日
と

九
月
八
日
の
年
二
回
斉
行
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
五
十
二
年
下
期
の
区
総
会
決

議
に
よ
り
、
九
月
の
権
現
祭
に
つ
い
て
は
熊

野
神
社
祭
礼
と
同
時
に
執
行
す
る
こ
と
と
さ

れ
ま
し
た
。
爾
来
、
四
月
八
日
の
み
が
権
現

祭
と
し
て
行
わ
れ
、
辛
子
味
噌
に
よ
る
強
飯

会
の
伝
統
行
事
と
し
て
受
け
継
が
れ
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
権
現
社
（
祠
）
は
、
熊
野
神
社
社
殿
の
境
内
西
側
に
鎮
座
し
て
お
り

ま
す
。
往
時
、
権
現
社
（
祠
）
は
権
現
山
の
山
頂
（
標
高
　
　
）
の
ア
カ
マ
ツ

の
古
木
の
根
元
に
鎮
座
し
て
お
り
ま
し
た
。
権
現
山
は
、
蘭
秀
寺
墓
地
の
北
西

に
位
置
し
、
昔
は
共
同
の
萱
刈
場
で
し
た
が
、
今
は
ヒ
ノ
キ
林
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
祭
礼
の
前
日
に
は
、
当
前
が
出
て
参
道
を
整
備
し
ま
し
た
。
権
現
山
の
中
腹

か
ら
山
頂
ま
で
の
参
道
は
、
三
尺
程
の
幅
に
萱
や
草
木
を
刈
取
り
、
素
足
で
も

歩
行
で
き
る
よ
う
に
整
え
ら
れ
ま
し
た
。
サ
カ
キ
の
神
木
が
立
つ
参
道
入
口
に

は
、
注
連
縄
が
は
ら
れ
、
こ
こ
か
ら
山
頂
の
権
現
社
（
祠
）
ま
で
は
、
宮
司
を

先
頭
に
、
神
饌
を
捧
げ
持
っ
た
参
会
者
が
素
足
で
続
き
ま
し
た
。
こ
の
時
、
萱

山
を
裸
足
で
歩
い
て
も
、
不
思
議
な
こ
と
に
誰
も
踏
み
抜
き
（
カ
ッ
パ
踏
み
）

は
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
昭
和
四
十
三
（
一
九
六
八
）
年
、
中
塩
地
区
農
業

改
善
事
業
を
機
に
、
祠
を
権
現
山
山
頂
か
ら
現
在
地
（
標
高
　
　
）
に
遷
座
し

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
結
二
十
号
に
続
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
泉
明
正
・
八
十
八
膳
献
穀
会
幹
事
長
）

82.8
m40.3

m

　
『
権
現
』
と
い
う
の
は
、
仏
教
の
こ
と
ば
で
、
仏

や
菩
薩
が
こ
の
世
の
人
々
を
救
う
た
め
に
仮
に
人
間

等
の
姿
を
借
り
て
世
に
現
れ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

応
現
・
示
現
・
権
化
な
ど
と
も
い
い
ま
す
。
仏
教
が

我
が
国
に
広
ま
る
過
程
で
権
現
思
想
は
在
来
の
信
仰

と
も
結
び
つ
き
、
神
は
仏
や
菩
薩
の
権
現
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
し
た
。
全
国
大
小
の
山
岳
神
は
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
修
験
者
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
の
で
権
現

と
称
す
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
明
治
元
年
に

神
仏
分
離
令
が
出
さ
れ
て
か
ら
は
権
現
号
を
公
然
と

名
乗
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
ま
し
た
。




